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【核も戦争もない平和な21世紀に!】

被爆 77周年原水禁世界大会・福島大会が、7月 30日(土)〜 31日(日)の日程で、福島市飯坂温泉
「パルセいいざか」(ライブ配信)で開かれた。

【1日目】
福島大会は、地元の八木沼春美さん（福島県

平和フォーラム女性協議会事務局長）の司会
で始まった。東日本大震災で亡くなられた人々に黙
祷を捧げた。

◆主催者挨拶(藤本泰也実行委員長)
先に最高裁判決のあった訴訟は酷かった。それに

対して東京地裁の判決で、東電経営陣の責任認めた
ことは評価できる。しかし、同様な福島第一原発事
故での二件の正反対判決は、司法の独立がなされて
いる問題は深刻。一方安倍前首相の銃撃事件で、自
民党は民主主義の挑戦など視点をずらし、国民の同
情を求め、国葬などを利用して党利党略に走る。安
倍前首相が何をしてきたのか。「原発事故は起きない 八木沼春美さん 藤本泰也さん
と言い続けた。事故によるお詫びさえ無い。1 人の命を超えるものはない。原発事故を繰り返して
はいけない。原発は全て廃止をする。
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被爆77周年原水禁世界大会・福島大会
２０２２年７月３０日
ユニオンネット平和センター

◆1日目(30日)
開会集会 13:00
全体集会 14:00～17:00
基調講演 「トリチウム汚染水海洋放出問題について」

講師:長沢啓行大阪府立大名誉教授
パネルディスカッション 「基調講演を受けて大震災を検証 今後の考え方」
高校生平和大使報告

◆2日目(31日)
フィールドワーク(被災地訪問)
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◆現地実行委員会挨拶(角田政志現地実行委員長)
今年もコロナ禍での厳しさが続きます。その中のでの福島大会開催は意義があります。ALPS 汚

染水の放出に危機感を持っています。東電は来年にタンク満杯、デブリ取り出しできない。だから
とトリチウムの海洋放出を強行しようとしています。東電も国も「ALPS 海洋放出を安全」と繰り
返しいる。絶対に認めない。

◆福島からの訴え（村田 弘さん）
神奈川県で企業定年で、40 数年ぶりに南相馬市の小高区に戻り、福島第一原発から 16 ｋｍでし

た。原発建屋の爆発で強制避難となりました。子どもたちのいる横浜に 11年の避難生活でした。2013
年に神奈川県に避難した人たちと東電に訴訟をおこし、全国で闘う被害者と共闘を続けています。
今も子どもの甲状腺がん訴訟しています。震災当時の記憶を忘れず、国と東電の責任を追及します。

◆大会基調提起（谷雅志実行委員会事務局長）
国も東電も揃って ALPS 汚染水を海洋放出を言い続ける。真っ赤な嘘を根拠にした海洋放出反対す
る。ロシアのウクライナ侵略は許されない。平和の理念を広げ、核廃絶の前進を勝ち取りましょう。

角田 政志さん 村田 弘さん 谷 雅志さん

【基調講演】
講師：長沢啓行さん(若狭ネット資料室長・大阪府立大学名誉教授)
「国と東電が進める ALPS処理水海洋放出の問題点と反対する根拠」をテーマに 60分熱弁していた
だいた。ALPS 汚染水の海洋放出は絶対にやめさせる。デブリの取り出しもできない。汚染水の抑
制が出来なかった国の失敗がある。この間、原子力規制庁の改ざんとトリック、ウソの報告が日常
化している。その狙いは国民を騙すことある。事故のはじめこそ、放射能を原発事故と言っていた
が、その後は自然界の放射能だとウソをつき、追及されると撤回して謝罪。不真面目が特徴なのが
原子力規制庁だ。汚染水には、トリチウムの他にも毒性が含まれる。
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【パネルディスカッション】

◆振津かつみさん(医師) コーディネーター
「事故で放射能をばら撒いた。10 年経ってコントロールでき無いからと、再び放射能を撒こうと

する。止めることにしないで先送りを続けるのが、政府と東電です」。

◆川島秀一さん(日本民族学会) パネリスト
海と人間の関わりから自然界を見る。私は気仙沼の出身で海に接してきた。海の魚も人間も同じ生
物。魚は声を出せない。漁民は、
海で亡くなった者は海を眺めるという。防潮堤で海と陸との分断された今日、漁民の思いは深い。
政府も東電も海への思いが軽い。トリチウム汚染水放出の発想と同じだ。

◆後藤忍福島大学教授 パネリスト
学校現場での教育を見てきた。
原子力・放射線に関する教材等、
国と福島県の副読本がウソとデタラメが並べていた。福島第一原発事故後に一部正されたが、2018
年以降は逆戻りする様に原発神話が盛り返してきた。とりわけ汚染水放出の正当性を学校で強調し
た。汚染水の字句が、ことごとく削除された。復興の後押しは知ることと言いながら、言葉のマジ
ックを使いウソを並べている。「トリチウムと親しむと言ってキャラクターまで使って騙す。学校教
育と社会教育が大切。伝承館が 53億、原発推進派の高村昇館長はふさわしくない。福島県に反省が
ない。

◆長沢啓行大阪府立大名誉教授 パネリスト
ALPS には、正当性がなく、何もかもできない。今年になって全てウソと公になった。私は汚染水
を止められると確信している。国や東電に追及すると認める。言われてから答える。国民の命を守
るカケラもない。東電、経産省のデータは、漁民を騙し、報告を書き換えてきた。原子力規制庁は
法令違反を堂々とやってきた。

振津かつみさん 川島秀一さん 後藤忍さん 長沢啓行さん
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【高校生平和大使からの報告】

◆第25代高校生平和大使（佐藤 麻友華さん）
私は高校生平和大使を知りませんでした。学校の先生から進められ活動しました。広島に行く機会
を与えられ意識の差を感じました。戦争の恐怖を強く感じました。核の廃絶は絶対にしなければい
けません。

◆第25代高校生平和大使（橋本 花帆さん）
私は 5歳の時に、いわき市で被災にあいました。子どもながらに地震に震えました。その後の津波、
原発事故で生活が一変。放射能を受けないかみんながバラバラに。今でも故郷に帰れない人、原発
再稼働に反対です。

◆第24代高校生平和大使（星 美羽さん）
原発事故から 11年、思うことがあります。どれだけの人が福島の現状を知っているでしょうか？汚
染水が海洋放出されようとするなど問題が多くあります。私はそれらを伝える責務があります。福
島の正しい現状を知ってもらう努力を続けます。

◆第24代高校生平和大使（中條 沙音さん）
核のない世界を目指しています。核と人類は共有できない。さまざまな運動をしてきました。核の
使用にいかに危険か、啓蒙しています。コロナ禍で取り組みの中止がありました。福島に原発誘致
をした時点から、核のゴミが私たちの責務になりました。福島で問題となっている汚染水の海洋放
出をやめる声をあげます。

佐藤麻友華さん 橋本花帆さん 星美羽さん 中條沙音さん

【アピール採択】
「東電福島第一原発事故がもたらした深刻な被害の現実に向き合い世代を超えて共に考え、伝え、
福島から全国、全世界に伝える。原発も核も戦争もない平和な社会の実現に向け前進しよう」とア
ピールが採択され、1日目を閉会した。

【閉会】17：00
原水禁世界大会・福島大会が閉会した。


